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歯科材料 09 歯科用研削材料 

一般医療機器 歯科用ダイヤモンドバー JMDN16670000 

フォスバイキング・ダイヤモンドバー 
 

【形状・構造及び原理等】 

１．外観図 

 

 

 

 

 

２．種類： W１、W２ 

 

３．無負荷最高回転速度：40,000RPM   

   （推奨回転速度：20,000RPM） 

 

【使用目的又は効果】 

歯科用ハンドピースに装着し、歯牙等の切削に用いる器具。 

 

【使用方法等】 

１．本品は滅菌されていない為、使用前に滅菌処理を行う。 

２．歯科用ハンドピースに装着して使用する。 

  主な用途：歯牙、骨等の硬組織の研削 

         スケーリング、ルートプレーニング 

         余剰の充填物、ボンディング材の除去 

３．使用後は滅菌を施し保管する。 

  滅菌条件（例）：オートクレーブ １３５℃ ５分（乾燥工程不可） 

 

【使用上の注意】 

１．使用前・使用後の点検：作業部や柄部が曲がっていないか、大 

きな傷やヒビ、腐食などがないかを確認し、これらがあった場合 

は使用せず廃棄すること。また形態変更や改造等はしないこと。 

２．ステンレス鋼使用：素材のステンレス鋼は、鉄に比較して錆びに

くい金属ではあるが、使用方法、環境によっては錆びることがあ

る。以下の使用上の注意を守ること。 

３．禁忌の薬剤：次亜塩素酸ナトリウム、塩化ベンザルコニウム、塩

化ベンゼトニウム、ポビドンヨード、ホルマリン、フェノール、グル

コン酸クロルヘキシジンは金属腐食を起こすおそれがあるので、

使用しないこと。 

４．家庭用洗剤の使用禁止：家庭用洗剤は、金属の劣化の原因にな

ることがあるので、使用しないこと。洗浄には、歯科用防錆洗浄

剤を使用すること。 

５．機能水の使用禁止：超酸化水（超酸性水）などは、金属を腐食さ

せ劣化の原因になることがあるので、使用しないこと。 

６．洗浄、消毒の注意： 

・ 使用後は、防錆洗浄液、精製水を用いて器具に付着した血液、

体液、組織片を速やかに除去すること。 

・ 洗浄、消毒には、精製水を使用すること。 

・ 薬液にて消毒を行うときは、薬剤の添付文書に書かれた使用上 

の注意事項を厳守すること。薬剤の種類によっては、金属又は 

樹脂素材の劣化の原因になることがある。 

・ 洗浄、消毒後の器具は、水分を除去し、十分乾燥させてから保 

管すること。水分が付着したまま長時間放置すると、錆や材質の 

劣化の原因となることがある。 

７．磨き粉、金属ウール、金ブラシの使用禁止：錆や腐食の原因とな 

るので、洗浄の際、磨き粉や金属ウール、金ブラシを使用しない 

こと。 

 

 

【保管方法及び有効期間等】 

 １．常温常湿で保管すること。 

 ２．水のかからない場所に保管すること。 

 ３．気圧、温度、湿度、風通し、日光、ほこり、塩分、イオウ分を含ん 

だ空気などにより悪影響が生ずるおそれのない場所に保管する 

こと。 

 ４．「もらいさび」が発生するおそれがあるため、錆びている器具と一 

緒に保管しないこと。また、化学薬品と一緒に収納・保管しないこ 

と。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者及びお問い合わせ先 

株式会社吉田製作所 

ＴＥＬ ： ０３－３６３１－２２０４（海外事業部） 

ＦＡＸ ： ０３－３６３５－１０６０（海外事業部） 

外国製造業者 ： レコデント社 

【Reco-Dent International Co., Ltd.】 台湾 

販売業者 

クロスフィールド株式会社 

ＴＥＬ ： ０３－５６２５－３３０６ 

ＦＡＸ ： ０３－３６３５－１０６０ 

                            文書番号 ZZ 添 091-2 
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